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夏まつりのヒーローたち
特集

シリーズ８　みんなで考えよう市町村合併
インターネットは楽しく便利に／あなたのパソコンを資源化するPCリサイクル

循環型まちづくり委員会が新体制でスタート
秋の台風シーズン！　風水害対策は万全ですか

紫波町の情報はホームページにも掲載しています。アドレスは　www.town.shiwa.iwate.jp/
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九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
あ
り
、
各
地

で
敬
老
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
九
月
だ
け

が
敬
老
月
間
と
錯
覚
し
て
い
る
人
も
お
り
、

道
徳
教
育
が
忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

敬
老
と
は
「
老
人
を
敬
う
」
こ
と
で
あ
り
、

苦
難
な
人
生
の
中
で
我
々
を
育
て
て
く
れ
た

こ
と
に
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
で
も
敬
老

の
日
を
中
心
に
各
地
で
敬
老
会
が
開
か
れ
、

私
も
五
カ
所
に
出
席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
、

各
家
庭
を
訪
問
し
て
敬
老
祝
い
金
を
贈
呈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年
で
三
回

目
と
な
り
ま
す
。
町
で
は
、
元
気
は
つ
ら
つ
紫

波
計
画
で
、
少
な
く
と
も
八
十
八
歳
ま
で
は

身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で
出
来
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
実
情
を
知
り
、

将
来
の
高
齢
者
福
祉
が
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
の

か
を
考
え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
九
月
一
日
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
元
気
な
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と

に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
話
を
要
約
し
ま
す
と
、
晴
れ
た
日
は
外

で
草
取
り
や
畑
仕
事
を
や
っ
て
お
り
、
新
聞

や
本
を
読
む
と
か
、
日
記
も
欠
か
さ
ず
書
く

と
か
、
手
芸
を
楽
し
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
食
事
は
好
き
嫌
い
が
な
く
、
医
者
に

行
っ
て
も
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
方
が
い
る
な
ど
、
多
く
の
方
が
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
も
そ
ん

な
方
々
に
握
手
を
求
め
、
元
気
な
エ
キ
ス
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
白
寿
ま
で
元
気
で
暮
ら
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
各
ご
家
庭

を
辞
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
藤
原　

孝
）

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉　

米
寿
を
迎
え
ら
れ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆新たな保育所の概要
　完成予定は、平成１６年２月末。１２０人定員で、０歳
から保育します。子育て支援センターや一時保育など
さまざまな保育サービスを行います。場所は紫波町稲
藤字牡丹野地内、上平沢小学校の東側です。町産材を
使用し、面積９９９m2で中庭があります。町が建設し、運
営を紫波町社会福祉協議会に委託予定です。

◆応募方法
　保育所の名称のほか、住所、氏名、年齢、電話番号、
を記入の上、はがきかFAX、Eメールで、１人何案で
も応募できます。
◆応募先
　福祉課子育て支援室
　住　　所 〒０２８-３３９０　日詰字西裏２３番地１
　F   A   X �６７２-２３１１
　Eメール kosodate@town.shiwa.iwate.jp
◆締切　１０月１０日（金）
◆その他　採用となった人に記念品を差し上げます。
　　　　　（多数の場合は抽選）
◆問合せ　福祉課子育て支援室�６７２-２１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　内線１５１１

　町では、老朽化した志和保育所、片寄
保育所を統合し、一層充実した保育サー
ビスを行う新しい保育所を建設します。こ
の保育所の名称を募集しています。

新しい保育所にすてきな
名前をつけてください
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夏
ま
つ
り
の
目
玉
と
し
て
新
企
画
さ
れ

た
ス
テ
ー
ジ
で
中
学
生
、
高
校
生
が
大
活

躍
。
町
民
に
よ
る
町
民
総
参
加
の
ま
つ
り

を
目
指
し
、「
ふ
る
さ
と
は
夢
い
っ
ぱ
い
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
夏
ま
つ
り
は
見

る
人
の
心
も
熱
く
す
る
、
若
さ
い
っ
ぱ
い

の
夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

歌った、踊った、演奏した――
若者たちが参加した「もう一つの夏まつり」
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歌
あ
り
、
演
技
あ
り
、
三
味
線
あ
り

　

前
日
ま
で
の
台
風
、
そ
し
て
翌
日
の
雨
の
合
間
を
ぬ
う
よ
う
に
、
晴
天
に
な
っ
た
八
月

十
日
。実
行
委
員
会
と
公
募
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
企
画
、
運
営
す
る
紫
波
夏
ま
つ
り
は
、

天
も
味
方
に
つ
け
て
、
本
番
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。今
年
は
新
し
い
催
し
と
し
て
「
自
分

た
ち
を
表
現
す
る
ス
テ
ー
ジ　

〜
夏
ま
つ
り
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
〜
」を
企
画
。出
場
者
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
し
て
き
た
の
は
な
ん
と
大
半
が
十
代
の
中
高
生
た
ち
で
、
若
さ
と

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
熱
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
陣
を
き
っ
て
登
場
し
た
の
は
、
大
所
帯
の
紫
波
一
中
吹
奏
楽
部
。全
員
が
浴
衣
姿
で
、

中
に
は
胸
に
プ
ラ
カ
ー
ド
を
下
げ
た
生
徒
も
お
り
、
な
に
や
ら
い
つ
も
の
演
奏
だ
け
の
ス

テ
ー
ジ
と
は
違
う
様
子
。顧
問
の
小
泉
淳
一
先
生
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
役
者
と
し
て
選
ば

れ
た
面
々
に
よ
る
迫
真
の
演
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。ス
ト
ー
リ
ー
は
悪
代
官
一
味
に
さ
ら

わ
れ
た
娘
を
銭
形
平
次
と
水
戸
黄
門
が
助
け
る
と
い
う
時
代
劇
で
、
水
戸
黄
門
や
銭
形

平
次
の
テ
ー
マ
を
盛
り
込
ん
だ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
の
舞
台
で
し
た
。ま
た
、
最
後
の
曲

は
手
話
を
ま
じ
え
た
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
が
演
奏
さ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

若
者
に
人
気
の
バ
ン
ド
演
奏
が
続
く
中
、
袴
姿
で
津
軽
三
味
線
を
手
に
舞
台
に
登
場

し
た
の
は
、
高
校
一
年
生
の
菅
原
優
太
君
。現
在
も
稽
古
の
た
め
東
京
の
師
匠
の
も
と
へ

通
っ
て
い
る
そ
う
で
、
み
ご
と
な
バ
チ
さ
ば
き
が
会
場
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

舞
台
全
体
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
に
拍
手
喝
采

　

昨
年
の
夏
ま
つ
り
で
も
大
人
気
だ
っ
た
星
山
ユ
ニ
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
今
年

も
か
わ
い
ら
し
い
衣
装
を
身
に
つ
け
、
器
用
に
一
輪
車
の
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

広
い
ス
テ
ー
ジ
を
フ
ル
に
使
い
、
流
行
の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
ダ

ン
ス
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
高
橋
厚
子
さ
ん
の
も
と
で
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
る
Ａ
・
Ｏ
・
Ｒ
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
の
小
学
校
低
学
年
か
ら
高
校
生
の
チ
ー
ム
三
十
人
で
す
。一
人
ひ
と
り
の
ダ

ン
ス
の
上
手
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
舞
台
構
成
が
し
っ
か
り
と
組
ま
れ
、
全
員
で
の
練

習
も
か
な
り
重
ね
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

ト
リ
を
務
め
た
の
は
、
紫
波
一
中
、
二
中
合
同
チ
ー
ム
華
龍
天
神
十
八
人
に
よ
る
Ｙ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
で
す
。社
会
体
育
指
導
員
佐
藤
淳
子
先
生
の
声
か
け
に
集

ま
っ
て
き
た
中
学
生
た
ち
で
す
が
、
春
の
桜
ま
つ
り
で
、
お
そ
ろ
い
の
衣
装
に
鳴
子
を
持

ち
、
少
し
は
ず
か
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。今
回
は
メ
ン
バ
ー
も
増
え
、
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
カ
ラ
フ
ル
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
シ
フ
ォ
ン
の
帯
を
腰
に
巻
き
付
け
、
元
気
い
っ
ぱ

い
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

星山ユニサイクルスポーツ少年団

菅原優太くん

ステゴマ

紫波第一中学校　吹奏楽部

特　集

紫波夏まつりの今年の
テーマ「ふるさとは夢
いっぱい」を名付けた日
詰の高橋加津子さんに
は記念品を贈呈。
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内容（人数）グループ名

 吹奏楽（６０人） 紫波第一中学校吹奏楽部

 津軽三味線（１人） 菅原優太

 さんさ踊り（３５人） 片寄小学校６年

 バンド（２人） おなちゅ～

 バンド（２人） ステゴマ

 バンド（４人） street-style

 ダンス（３人） 紫波っこがぁるず

 一輪車（２３人）
 星山ユニサイクル
 スポーツ少年団

 ストリートダンス（３０人） A.O.R. ダンスサークル

 YOSAKOIソーラン
 NEWソーラン節（１８人）

 華龍天神

募
金
箱
へ
の
協
力
に
も
感
謝

　

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
協
賛
金
は
、
事
業
所
か

ら
三
七
〇
万
四
〇
五
〇
円
、
個
人
か
ら
一
九
万
二
〇

〇
〇
円
、
そ
し
て
初
め
て
の
試
み
と
し
て
飲
食
店
、
銀

行
、
産
直
な
ど
に
設
置
し
た
募
金
箱
に
一
一
万
五
九

七
三
円
が
集
ま
り
、
花
火
や
会
場
の
設
営
に
使
わ
れ

ま
し
た
。日
詰
の
高
橋
加
津
子
さ
ん
が
名
付
け
た
「
ふ

る
さ
と
は
夢
い
っ
ぱ
い
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、
皆
さ
ん
の
協

力
で
約
一
万
七
千
人
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
や
っ
ぱ
り
金
山
太
鼓
と
花
火

　

恒
例
の
盆
踊
り
は
、
耳
に
な
じ
ん
だ
紫
波
町
音
頭
と
銭
形
平
次
音
頭
の
二
曲
が
流
れ
、

参
加
団
体
は
若
干
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
ろ
い
の
ゆ
か
た
や
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
団
体
の

競
演
と
な
り
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
輪
踊
り
も
好
評
で
し
た
。

　

夏
ま
つ
り
の
醍
醐
味
で
あ
る
花
火
は
、
野
球
場
で
演
奏
さ
れ
る
金
山
太
鼓
の
響
き
と
と

も
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。仙
台
の
花
火
師
さ
ん
に
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
た
千

五
百
発
。野
球
場
の
観
覧
席
を
埋
め
た
人
た
ち
は
、
太
鼓
と
花
火
の
幻
想
的
な
競
演
に
し

ば
し
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　

不
順
な
天
候
が
続
き
、
夏
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
迎
え
た
ま
つ
り
で
し

た
が
、
中
高
生
の
熱
気
と
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
、
夢

い
っ
ぱ
い
の
夏
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

「冷たい夏」と言われた今年。
――けれど８月１０日だけは
とても暑く感じる日になった。

紫波っこがぁるず

おなちゅ～

street-style

片寄小学校６年

 A.O.R.ダンスサークル

夏まつりのヒーローたち　出演した皆さん
（敬称略）
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近
隣
市
町
村
と
の
交
流
人
口
か
ら

浮
か
び
上
が
る
高
い
密
接
度

　

は
じ
め
に
、
平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
に
基
づ
く
地
域
内
交
流
人
口

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。各
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
通
勤
・
通
学
者
総
数
の
う

ち
、
市
町
村
境
を
越
え
て
通
勤
・
通
学
す
る
人
に
つ
い
て
、
滝
沢
村
か
ら

盛
岡
市
へ
の
通
勤
・
通
学
者
が
四
三
・
五
％
、
同
様
に
盛
岡
市
か
ら
滝
沢

村
へ
三
・
七
％
、
矢
巾
町
か
ら
盛
岡
市
へ
三
七
・
四
％
、
紫
波
町
か
ら
盛

岡
市
へ
二
六
・
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
町
の
通
勤
・
通
学
者
の
う
ち
、

四
人
に
一
人
は
、
盛
岡
市
に
通
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
図
1
）

　

同
様
に
医
療
の
面
で
は
、
紫

波
町
か
ら
盛
岡
市
へ
四
三
・

四
％
。購
買
の
面
で
は
、

紫
波
町
か
ら
盛
岡
市
へ

一
九
・
〇
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

六
市
町
村
が
広
域
生
活
圏
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
。

合
併
す
る
と
一
時
的
に

財
政
規
模
は
大
き
く
な
る
が
…

　

続
い
て
市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
関
心
の
高
か
っ
た
財
政
に
つ
い
て

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
十
六
年
間
の
財
政

規
模（
歳
入
ま
た
は
歳
出
）の
合
計
は
、
六
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合
と

合
併
し
な
い
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
比
較
で
、
合
併
し
た
場
合
の
方
が

六
四
五
億
円
大
き
く
な
る（
三
・
〇
％
の
増
）結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ

ラ
フ
1
）

　

合
併
し
た
場
合
に
財
政
規
模
が
大
き
く
な
る
の
は
、
①
国
の
財
政
支

援
措
置
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
多
く
交
付
さ
れ
る
こ
と
。②
人
口
が
三

十
万
人
以
上
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
所
税
の
新
た
な
課
税
に
よ
る

市
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。③
合
併
特
例
債
の
発
行
に
よ
り
普

通
建
設
事
業
費
が
多
く
確
保
で
き
る
こ
と
。な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
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【コラム】

モデル都市で
起こっている現実の問題
　平成の大合併のさきがけとし

て、モデル都市とされていた兵

庫県篠山市は、平成１１年４月

の合併から平成１５年までの４

年間に合併特例債を駆使して、

多くの箱ものを整備した結果、

起債残高が一般会計だけで５７０

億円と財政規模の２倍近くに膨

らみ、起債制限比率も１３.５％

（本町１０.５％）と財政問題を抱え

ています。その結果、旧市町村

の支所機能の急激な縮小も余

儀なくされているようです。

　「究極の行財政改革といわれ

る市町村合併」ですが、こうした

現実を見ても、市町村合併が、

即「行財政」の効率化には結びつ

かないこともあることが分かり

ます。

　

し
か
し
、
年
度
ご
と
に
財
政
規
模
の
推
移（
グ
ラ
フ
2
）を
見
る
と
、
一

定
期
間
は
合
併
し
た
方
が
財
政
規
模
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
差

は
段
階
的
に
小
さ
く
な
り
、
平
成
三
十
一
年
度
に
は
合
併
し
た
方
が
小

さ
く
な
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
し
た
場
合
、
平
成
三
十
一
年
度
に
財
政
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て

し
ま
う
の
は
、
普
通
交
付
税
の
算
定
特
例
が
平
成
三
十
一
年
度
で
終
了

し
、
地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。
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合
併
を
考
え
る
場
合
の
諸
課
題

　

次
に
、
各
市
町
村
が
現
在
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
市
町
村
税
や
使
用
料
・
手
数
料
、
保
健
・
医

療
な
ど
の
十
一
の
項
目
ご
と
に
「
合
併
し
て
取
り
組
ん
だ

方
が
効
果
的
」
と
「
単
独
で
取
り
組
ん
だ
方
が
効
果
的
」

の
2
つ
の
観
点
か
ら
諸
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
検
討
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
上
表
の
と
お
り
で
す

市
町
村
合
併
を
と
も
に
考
え
る

全
国
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
３

　

八
月
二
十
三
日
（
土
）
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
、「
市

町
村
合
併
を
と
も
に
考
え
る
全
国
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
０
３
」
が
、
総
務
省
・
岩
手
県
な
ど
東
北
六
県
・
岩

手
日
報
社
・
全
国
地
方
新
聞
社
連
合
会
の
主
催
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
片
山
虎
之
助
総
務
大
臣
が

出
席
し
「
地
方
分
権
改
革
の
方
向
」
と
題
し
て
講
演
。
そ

の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

片
山
総
務
大
臣
は
、「
平
成
の
合
併
は
あ
く
ま
で
も
自

主
合
併
」
と
の
基
本
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
、「
西
尾
試
案
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
一
定
人
口
に
満
た
な
い
自
治
体
の
切
り

捨
て
（
強
制
合
併
）
は
し
な
い
」、「
国
の
元
気
は
、
地
方

の
元
気
か
ら
」
と
し
て
地
方
の
活
性
化
を
求
め
る
一
方
、

「
自
己
決
定
、
自
己
責
任
を
求
め
ら
れ
る
今
後
の
地
方
自

治
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
自
立
・
個
性
・
競
争
。
岩
手
が
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
参
加
者
の
質
問
を
受
け
て
、
①
遠
野
市
長
か

ら
出
さ
れ
た
「
地
方
財
源
確
保
方
策
」
に
つ
い
て
は
、「
臨

時
財
政
対
策
債
は
、
普
通
交
付
税
減
額
の
代
替
財
源
と
し

て
、
十
五
年
度
ま
で
の
期
限
付
き
で
あ
っ
た
が
、
国
・
地

単独の方が効果的と考えられるもの合併した方が効果的と考えられるもの項　　　目

●小さい自治体の方が相手の顔が見えることから、納税相
談や滞納への対応が有利である。

●合併により、電算処理の効率化などによる経費の節減
や固定資産の評価など職員の専門性の向上、国保税な
どの算定の統一化などが期待できる。

�市町村税

●施設利用料を統一しても、行政区域が広くなることにより、
利用したい施設が遠ければ、不満が出ることも考えられる。
●現在単独の方が安いものについては、単独の方が住民
の負担は少ない。

●下水道・農業集落排水事業の使用料などは地域一体
の方が、効率的な経営ができる。
●各種証明書の発行手数料はスケールメリットによる抑制
が期待できる。
●現在単独の方が高いものについては、合併により住民
負担の軽減が期待できる。

�使用料・
手数料など

●検診後のアフターケアなどきめ細かい保健指導が有利。
●住民ニーズに基づいた各種計画の推進やきめ細かい個
別サービスの提供ができる。

●保険財政（国民健康保険、老人保健）の安定化。
●保険料や給付の平準化が図られ、不公平感が解消さ
れる。
●市になることによるイメージアップで、新たに開業医の
進出が期待できる。

�保健・医療

●現在取り組んでいる環境施策が、構成他市町村の理解
を得られない場合は後退することが懸念される。

●ごみ処理施設、火葬場、し尿処理施設などは、広域化
によりコストの低減が図られる。
●広範囲にわたる環境施策を推進することにより、地域の
環境保全の効果が大きくなる。

�環境・衛生

●単独の方が、ニーズを正確に把握でき、きめ細かいサー
ビスの提供が可能である。
●合併した場合、人口集積地と農村部で保育サービスの
格差が生じることが懸念される。

●各種福祉施設の整備について自治体数が少なくなるの
で、調整が容易となり計画的な整備が進められる。整備に
伴う負担も緩和される。
●保育所や福祉施設などの広域的な利用が可能となり、
利便性が向上する。
●専門職員の配置による高度な福祉行政が期待できる。
●介護保険では財政的な充実が図られる。

�福祉

●地域の特性にあったきめ細やかな学校運営などが容
易である。
●合併した場合、学校と地域との連携の希薄化が懸念
される。
●長い歴史と地域に根ざした芸能や芸術活動が可能である。
●地域に密着した文化保存団体の育成やスポーツ振興がで
きる。
●単独でも施設の広域的な利用は図られている。

●学区の見直しで従来より最寄の学校への通学が可能。
●社会教育施設や文化施設、体育施設など利用できる
施設が増える。また、施設の効率的な管理が可能となる。
●研修会や講座等の学習機会を増やすことができ、生涯
学習の推進が図られる。
●類似施設の計画的な整備が可能になる。

�教育・
体育・文化

項目別に見る行政サービス
「合併して取り組んだ方が効果的」と「単独で取り組んだ方が効果的」



●９

単独の方が効果的と考えられるもの合併した方が効果的と考えられるもの項　　　目

●自治会組織の活動拠点として自治公民館を整備している
が、単独だから実現できている。
●住民の取り組みは自治公民館単位でのコミュニティが基
本であり、単独の場合の方が、これまでの活動が継承でき、
自治体の政策が推進できる。
●合併した場合自治意識の希薄化が懸念される。

�コミュニティ
　対策

●地域の特性にあった農業振興の展開ができる。
●細部にわたる営農指導ができる。
●大型店舗等の進出が予想され、個人商店の衰退が懸念
される。

●農用地利用の集積の促進により、担い手の規模拡大や
経営の安定化が図られ、農業経営の基盤が強化される。
●作物の統一化による大規模団地の形成が図られる。
●企業誘致は広域での取組の方が効果的。また、市のイ
メージや広域的な調整から企業誘致の有利な展開も期待
される。
●観光ルートの設定などにより観光振興が図られる。

�産業振興

●防災対策は、行政区域の地理に精通した職員でなけれ
ば迅速な対応ができない。
●防犯・交通安全についても小さなコミュニティ単位の方が
取り組みやすい。
●各団体組織は単独の方が細部にわたる活動ができる。

●警察署の所轄範囲及び交通安全協会区域が行政単位
と一致することから、統一された交通安全の啓発が可能に
なる。
●広域消防、防災体制が推進される。

�防災・防犯・
　交通安全

●人口集積地域の道路整備が中心になることが懸念される。
●除雪や道路の維持補修への対応は単独の方が良い。

●広域圏道路の整備が推進される。
●町道の県道昇格が期待できる。

�基盤整備
　（道路）

●中心部と周辺部の地域格差を生じさせないため、また、
現市町村毎の課題解決は単独の取り組みの方がよい。
●現在取り組んでいる事業が遅れてしまう懸念がある。
●土地利用の面で周辺地域となる懸念がある。

●広域的な土地利用や市街地の整備、都市施設の整備
を進めることができる。
●合併特例債の活用により、街路計画や下水道整備が
促進される。

　（都市計画）

●料金の調整には慎重を期する必要がある。
●地域特性に応じた事業経営が可能である。

●統廃合により、効率的な水道事業経営が可能となる。
●広域的な観点から検討することで、水源の効率的な活
用が図られる。
●料金の格差是正が図られる。

　（水道）

●農業集落排水や合併処理浄化槽設置整備は、単独の方
が促進される。
●合併後、普及率の低い地域の整備が優先され、現在計
画されている下水道整備が計画どおり推進されない懸念が
ある。

●公共下水道整備の促進が期待される。　（汚水処理）

●規模の小さい公園は、活用・維持管理などの面で地域と
密着していることから、単独の方が効果的である。
●地元での維持管理により、公共施設に対する愛着を醸成
できる。

●総合運動公園の誘致の調整がしやすくなる。
●施設整備と維持管理のコストは規模が大きい方が有利。
●都市公園などの施設整備が期待される。

　（公園）

●システムの統合に相当な労力と時間、経費を要するため、
単独の方が良い場合も考えられる。

●ハード、ソフトなど一括して外部委託することで、効率的
な運用が可能となる。�電算関係

方
と
も
税
収
が
落
ち
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
め
る
こ
と

に
な
ら
な
い
と
思
う
」
と
地
方
財
源
の
確
保
に
意
欲
を
示

し
、
②
藤
沢
町
長
の
「
広
域
行
政
の
あ
り
方
と
し
て
の
広

域
連
合
の
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
国
連
を
例
に
あ
げ
て
、

「（
広
域
連
合
は
）
財
政
権
が
な
く
、
主
権
が
複
数
あ
る

と
ま
と
ま
ら
な
い
」
と
し
、
消
極
的
な
見
解
を
示
し
ま
し

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
増
田
寛
也
岩
手

県
知
事
、
岡
本
保
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
、
星
明
朗
宮

城
県
加
美
町
長
、
加
藤
鉱
一
秋
田
県
岩
城
町
長
が
パ
ネ

リ
ス
ト
、
吉
田
誠
一
岩
手
日
報
社
論
説
委
員
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、「
地
域
の
自
立
と
市
町
村
合

併
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
本
審
議
官
は
、
こ
こ
一
年
の
間
に
合
併
協
議
会
設

置
件
数
が
加
速
度
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

　

合
併
の
枠
組
み
を
未
成
年
者
も
含
め
て
住
民
投
票
で

決
め
た
加
藤
岩
城
町
長
は
、「
市
町
村
合
併
は
、
住
民
の

生
活
全
般
に
関
わ
る
問
題
で
、
住
民
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
」
と
、
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
力
説
し
ま

し
た
。
一
方
、
今
年
三
月
に
三
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
加
美
町
の
星
町
長
は
、「
行
政
主
導
で
な
け
れ
ば
合
併

は
進
ま
な
い
」
と
、
三
町
合
併
が
行
政
主
導
で
行
わ
れ
た

こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

　

増
田
知
事
は
、「
合
併
論
議
は
各
自
治
体
が
現
在
の
行

政
水
準
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
も
含
め
て
の
論
議
が

必
要
」
と
し
、「
権
限
・
財
源
・
人
材
の
確
保
に
努
め
て
、

市
町
村
を
中
心
に
二
十
一
世
紀
の
行
政
を
進
め
る
」
と
の

見
解
も
示
し
ま
し
た
。
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インターネットは楽しく便利に
ハイテク犯罪に巻き込まれないために

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
偽
物
を
買
わ
せ
ら
れ
た

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
ブ
ラ
ン
ド

物
の
ス
ニ
ー
カ
ー
を
落
札
し
、
代
金
一
万
円
を
前

払
い
で
振
り
込
ん
だ
。
一
週
間
後
届
い
た
ス
ニ
ー

カ
ー
は
真
っ
赤
な
偽
物
だ
っ
た
。
そ
の
後
販
売
元

と
連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ
た
。

〈
予
防
と
対
処
〉

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
前
に
サ
イ
ト
の
注
意
事

項
を
よ
く
読
み
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
以
外
の
住
所
や
電

話
番
号
を
確
認
し
、
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
取

引
し
な
い
こ
と
で
す
。相
手
と
や
り
取
り
し
た
メ
ー
ル
、

銀
行
口
座
、
振
り
込
み
控
え
な
ど
資
料
を
そ
ろ
え
て

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

仲
間
同
士
の
は
ず
が
、
中
傷
の
標
的
に

　

同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間
の
掲
示
板
に
書
き
込
み

を
し
て
い
る
う
ち
、
だ
れ
か
が
私
の
名
を
語
り
卑

わ
い
な
文
章
を
掲
載
し
、
私
に
対
す
る
脅
迫
め
い

た
中
傷
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
写
真
入

り
で
作
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
み
ぐ
る
し
い
画
像

に
書
き
替
え
ら
れ
て
公
開
さ
れ
た
。

〈
予
防
と
対
処
〉

　

安
易
に
個
人
情
報
を
教
え
な
い
こ
と
で
す
。掲
示

板
の
管
理
者
に
連
絡
し
て
内
容
を
削
除
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。管
理
者
に
連
絡
が
取
れ
な
け
れ
ば
プ
ロ
バ

イ
ダ
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。内
容
に
よ
っ
て
は
名
誉

毀
損
罪
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に

悪
質
な
も
の
は
記
載
内
容
を
警
察
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

ハ
イ
テ
ク
犯
罪
と
は

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
や
電
気
通
信
技
術
を
悪
用

し
た
犯
罪
の
こ
と
で
、
匿
名
性
が
高
く
、
不
特
定

多
数
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が
特
徴
で
、
容
易
に
国

境
を
越
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
例
と
し
て
は
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●×
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
磁
的
記
録
を

　

対
象
と
し
た
犯
罪

　

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
阻
害

（
い
わ
ゆ
る
ウ
イ
ル
ス
の
送
信
）
す
る
行
為
。

　

○
シ
ス
テ
ム
を
不
正
に
使
用
す
る
行
為
。

●×
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
犯
罪

　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
覚
せ
い
剤
、

偽
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
違
法
な
物
品
の
販
売
。

　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ね
ず
み
講
な

ど
の
勧
誘
。

　

○
電
子
メ
ー
ル
や
掲
示
板
を
利
用
し
た
脅
迫
、

名
誉
毀
損
。　

●×
 

不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法

　

違
反

　

○
他
人
の
メ
ー
ル
を
勝
手

に
読
ん
だ
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
書
き
換
え
た

り
す
る
行
為
。

　

○
他
人
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
を
電
子
掲
示
板

な
ど
で
公
開
す
る
行
為
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
で
、
電
子
メ
ー
ル
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
私
た

ち
の
生
活
が
大
変
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
皆
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
掲
載
し
た
り
、
大
雨
な
ど
の
気
象

情
報
を
携
帯
電
話
に
配
信
し
た
り
、
ま

た「
紫
波
ネ
ッ
ト
」も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
、
海
外
に
い
る
人
で
も
読
む
こ

と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
用
法
で
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
詐
欺
事
件
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
、
ま
た
最
近
問

題
に
な
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
と
い
っ
た
ハ
イ

テ
ク
犯
罪
も
急
速
に
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

気
を
付
け
て
！　
　
　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
上
の
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル

インターネットは楽しく便利に
ハイテク犯罪に巻き込まれないために
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警視庁ハイテク犯罪対策ホームページ　http://www.npa.go.jp/hightech/index.htm

警察庁セキュリティポータルサイト　　http://www.cyberpolice.go.jp/

岩手県警察本部ハイテク犯罪相談窓口（�６５３-０１１０　内線３４９３）
    http://www.iwate-kenkei.morioka.iwate.jp/

インターネットを利用する方のためのルール＆マナー集（財団法人インターネット協会）
　    http://www.iajapan.org/rule/

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
防
止
セ
ミ
ナ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
罠

　

安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
む
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

が
、
紫
波
町
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
八
月
三

十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。は
じ
め
に
ご
く
普
通
の
家
庭

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
恐
ろ
し
さ

を
解
説
付
き
で
描
い
た「
虚
構
へ
の
落
と
し
穴
」
と
い
う
ビ
デ

オ
が
上
映
さ
れ
、
次
に
岩
手
県
警
察
本
部
ハ
イ
テ
ク
犯
罪

対
策
室
長
の
塚
田
正
司
さ
ん
か
ら
「
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
の
現

状
」
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
意
識
が
向
上
し
健
全
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
が
構
築
さ
れ
る
た
め
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

 
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
檜
山
所
長
か
ら
は

地
域
密
着
型
プ
ロ
バ
イ
ダ
の

こ
と
や
、
地
域
で
活
躍
す

る
あ
い
ぼ
ら
紫
波
の
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
Ｉ
Ｔ

の
健
全
な
推
進
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
今
後
の
構
想
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
に
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止

等
に
関
す
る
法
律
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
）」
が

施
行
に
な
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
法
の

取
り
締
ま
り
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
都
道
府

県
警
察
で
は
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

置
し
、
専
門
の
捜
査
官
に
よ
る
捜
査
・
防
犯
体
制

の
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
事
件
は
家
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
」と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
マ
ナ
ー
を
守

り
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
上
手
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
も
し
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
ら
、
独
り
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
信
頼
で
き
る

機
関
（
上
欄
の
参
考
サ
イ
ト
な
ど
）
に
相
談
し
て

被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
上
で
の
注
意
点

１　

知
ら
な
い
相
手
に
は
、
電
話
番
号
、
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
安
易
に
教
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
ネ
ッ
ト
上
で
の
取
引
や
懸

賞
・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
募
す
る
と
き
は
、
信
頼

で
き
る
相
手
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
厳
重
に
管
理
し
、
推
測

可
能
な
パ
ス
ワ
ー
ド
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

４　

パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
動
か
す
基

本
ソ
フ
ト
）や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
は
、
最
新
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ッ
チ
（
修
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
適

用
し
ま
し
ょ
う
。

５　

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入
ま
た
は
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

６　

パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
な
ど
の
防
御
用

ソ
フ
ト
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

７　

未
使
用
時
は
電
源
を
切

断
し
ま
し
ょ
う
。

８　

実
社
会
に
置
き
換
え
、
冷

静
な
判
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

９　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時

に
も
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

0
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に関すること�

詐欺・悪質行為に関すること�
（オークション除き）�
名誉毀損・誹謗中傷に�

関すること�

違法・有害情報に関すること�

迷惑メールに関すること�

不正アクセス、コンピュータ�
ウイルスに関すること�

その他�

３，１９３件�

２，５６６件�

２，２６１件�

２，１３０件�

１，２４６件�

３，９５５件�
2000 4000

平成１４年中の
ハイテク犯罪相談

　

昨
年
、
警
察
な
ど
に
寄
せ
ら
れ

た
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
に
関
す
る
相

談
件
数
は
こ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

IT 標語募集
　ITサポートセンターでは、パソコン
やインターネット社会を健全に推進し
ていくための標語を募集しています。ど
なたでも応募でき、採用の人には記
念品を差し上げます。（９月末まで）
応募方法　Ｅメール、はがき、
　　　　　直接応募
記入事項　住所、氏名、年令、
　　　　　電話番号
応募先　　ＩＴサポートセンター　
　　〒028-3305日詰字郡山駅２２６
　　help.shiwa@iris.ocn.ne.jp

参　考
サイト
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【リサイクル料金】�
　リサイクル料金は、メーカーによって
異なりますので、下記メーカーへお問い
合わせください。10月1日以降に販売す
るパソコンには、ＰＣリサイクルマークが
付いています。�
　マークがついたパソコンは、料金を負
担することなく、メーカーが引き取りま
す。�

① 

メ
ー
カ
ー
に
回
収

を
依
頼
し
ま
す
。�

② 

メ
ー
カ
ー
か
ら
振

込
用
紙
が
送
付
さ
れ

ま
す
。�

③ 

②
で
送
付
さ
れ
た

振
込
用
紙
で
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
を
支
払
い

ま
す
。�

④
メ
ー
カ
ー
か
ら
ゆ

う
パ
ッ
ク
伝
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。�

① 

メ
ー
カ
ー
に
回
収

を
依
頼
し
ま
す�

② 
メ
ー
カ
ー
か
ら
ゆ

う
パ
ッ
ク
伝
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。�

③ 梱包したパソコンに、ゆうパック
伝票を貼り付け、指定郵便局に回
収を依頼するか、最寄りの郵便局
に持ち込みます。�

9月までに�
購入したパソコン�

１０月以降に�
購入するパソコン�

【対象になるパソコン】�
デスクトップ本体、�

ディスプレイ（ブラウン管式または液晶式）、�
ノートブックパソコン�

●パソコンと一体として販売されたキーボード、マウス、ケー
ブルなどの付属品については、パソコンと一緒に排
出された場合に限り、併せて回収します。�

●ワープロ専用機、スキャナー・プリンタ・後付けのハー
ドディスクドライブなどの周辺機器は対象となりませ
んので、従来どおり不燃ごみとして処理します。�
●対象外のパソコンを処分する場合は、盛岡・紫波地
区環境施設組合清掃センターに持ち込みしてください。�

リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ�

ゆうパック� リサイクル�
工場へ�

参加メーカーの問合せ電話番号

043-303-0200東芝

03-5715-3140富士通

0120-12-5006日立製作所

0120-977-121日本電気

0120-559-592日本アイ・ビー・エム

03-5821-2778三菱電機インフォメーションテクノロジー

0120-490-988沖電気

0570-000-369ソニー

0120-545-066セイコーエプソン

0120-87-3029松下電器

0120-845-530シャープ

0120-35-3434三洋電機

045-477-2760リコー

055-273-3678カシオ計算機

042-352-5924日本ヒューレット・パッカード

03-3768-4410日本ユニシス

調整中ソーテック

03-5821-2778NEC三菱電機
ビジュアルシステムズ

03-5821-2778ナナオ

03-3553-3782アップルコンピュータ

044-556-4298デルコンピュータ

03-5821-2778東京特殊電線

046-278-1940日本ビクター

03-5821-2778日本サムスン

03-3588-1108LG 電子ジャパン

0120-019-038アイシーエムカスタマーサービス

076-260-3616アイ・オー・データ機器

025-523-9207イーヤマ

0120-59-7109アドテック

048-763-9905エムシージェイ

03-3253-5595九十九電機

0265-74-1447ロジテック
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循環型まちづくり委員会が
新体制でスタートしました

　循環型まちづくり条例に定められている循環型まち

づくり委員会が、７月３１日に新体制でスタートしまし

た。委員会は、町長からの委嘱を受けて、循環型のま

ちづくりについて調査、研究し、委員はその計画づく

りに出席し提言することになっています。

　同日、新たに委員に委嘱された皆さんへの辞令交付

と第１回目の委員会が行われ、委員長に阿部昌利さん、

副委員長に箱崎正子さんが互選されました。委員から

は今後の抱負と平成１５年度計画に対する意見などが出

されました。

　委員の皆さんには平成１７年３月３１日までの任期で

ご活躍いただきます。

循環型まちづくり委員の皆さん
氏　　名役　　職

　阿部　昌利さん（二日町）委 員 長

　箱崎　正子さん（南日詰）副委員長

　阿部　廣さん（大巻）

委 員

　岡村　幸男さん（二日町）

　斎藤　文子さん（平沢）

　佐藤　皚さん（南日詰）

　菅原　時枝さん（南伝法寺）

　菅原　知子さん（紫波中央駅前）

　菅原　一さん（日詰）

　高橋　淳さん（片寄）

　高橋　則子さん（中島）

　高橋　秀子さん（星山）

　松倉　久子さん（学校給食センター）

　村井　直衛さん（小屋敷）

　吉田　充子さん（中島）

　
十
月
一
日
か
ら
、パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
は
、パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
参
加
す
る
メ
ー

カ
ー
が
、自
ら
生
産
し
た
製
品
を
回
収
し
再
資
源
化
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、十
月
一

日
か
ら
使
用
済
み
の
パ
ソ
コ
ン
を
「
ご
み
集
積
所
」
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。�

　
家
庭
で
使
用
済
み
の
こ
れ
ら
メ
ー
カ
ー
製
の
パ
ソ
コ
ン
は
、す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

あ
な
た
の
パ
ソ
コ
ン
を
資
源
化
す
る�

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
始
ま
り
ま
す�

�

Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
始
ま
り
ま
す�

１０/１�
スタート�

【PCリサイクルマーク】
　１０月から販売される
パソコンには、「PCリサ
イクルマーク」が表示さ
れます。
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　台風や集中豪雨は事前に予測できるとはいえ、決し
て油断は禁物です。日ごろから十分な対策をたててお
きましょう。�

住宅の点検個所

◇瓦のひび、はがれ、ずれがないか。

◇トタンのめくれや、はがれはないか。

◇テレビアンテナのチェック。

屋根

◇鉢植えや、物干し竿など飛び出そうな
物は室内へ。ベランダ

◇雨どいに落ち葉や土砂がつまってい
ないか。

◇雨戸にガタツキやゆるみはないか。
雨どい・雨戸

◇モルタル壁に亀裂はないか。

◇板塀に腐りやぐらつきはないか。
外壁

◇ひび割れ、窓枠のガタツキはないか。

◇強風による飛来物などに備えて、外側
から板でふさぐなどの処置を。

窓ガラス

集中豪雨への備え

◇川沿いでは浸水に備え、住宅を守る土
のうを用意する。

◇浸水のおそれが見込まれるときは、電
気を切り、ガスの元栓を締め、畳や家
財道具を高いところに移す。

出水の注意

◇大雨や長雨のときは十分注意し、防災
機関の指示に従い、また危険を察知し
たときは、自主的に避難する。

傾斜地・崖地・

低地での注意

◇停電に備え、懐中電灯、携帯ラジオを
用意。

◇台風情報をよく聞く。

◇飲料水を確保する。

◇非常持ち出し品を準備しておく。
　（飲料水、非常食、
　　　　　　服用中の薬、衣類など）

台風・大雨

情報をキャッチ

したら

気象情報の見方
◆ 台風
　熱帯地方に発生した低気圧で、中心付近の風速

が秒速 17 ｍ以上となるものが「台風」です。

◆ 風のエネルギー　
　風の強さは風速で表されます。風速が秒速 14 ～

15 ｍになると、風に向かって歩きにくくなります。

秒速 25 ｍを超えると暴風で、樹木や家屋の屋根な

どに被害が発生する恐れがあります。

◆ 雨量
　単位はmm（ミリメートル）です。雨量１mm

ならば、地面に平均に 1mmの雨水がたまる量（地

面にしみないと仮定）を表します。つまり 1m2の面

積に 1リットルの雨が降ったことになります。

◆ 大雨注意報
　かなりの降雨があって被害が予想されると大雨

注意報が出されます。その目安は次のとおり。

現在、三陸南地震の影響を受けて基準を下げて発

表中です。

　１時間雨量が２０mm以上

　３時間雨量が３０mm以上

　２４時間雨量が５５mm以上と予測されるとき

◆ 大雨警報
　大雨によって重大な被害が起こる恐れがあると

きに、大雨警報が出されます。その目安は次のと

おり。

　現在、三陸南地震の影響を受けて基準を下げて

発表中です。

　１時間雨量が４０mm以上

　３時間雨量が６５mm以上

　２４時間雨量が１０５mm以上と予測されるとき
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赤
沢
山
屋
の
山
祇
神
社
を
会
場
に
第
二
回
山
屋
ふ
る
さ
と
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

  
山
屋
地
区
は
、
伝
統
と
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
趣
の
あ
る
地
域
で
、
い
ま
で
も

里
山
の
風
情
が
十
分
味
わ
え
る
希
少
な
場
所
で
す
。山
屋
ふ
る
さ
と
祭
り
は
地

域
の
人
た
ち
が
こ
の
景
観
と
歴
史
、
文
化
を
守
り
伝
え
る
た
め
に
始
め
た
手
作

り
の
お
祭
り
で
、
上
砂
子
沢
鹿
踊
り
、
山
屋
経
塚
と
五
右
衛
門
石
の
見
学
、
ま

た
そ
ば
も
ち
や
川
魚
を
焼
い
た
り
、
地
元
で
と
れ
た
野
菜
や
産
物
の
直
売
も
あ

り
ま
し
た
。あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
郷
土
芸
能
や
歴
史
探
訪
、
手
作

り
の
も
て
な
し
で
、
日
常
か
ら
解
放
さ
れ
た
休
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

「
山
屋
の
郷
づ
く
り
応
援
団
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

山
屋
地
区
で
は
豊
か
な
自
然
と
景
観
、
農
村
文
化
を
守
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
清
掃
活
動
や
史
跡
の
整
備
を
住
民
自
ら
が
行
っ
て

い
ま
す
。「
山
屋
の
郷
づ
く
り
応
援
団
」
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
「
１
０
０
年

後
の
子
供
た
ち
に
よ
り
よ
い
姿
で
自
然
を
残
し
伝
え
る
モ
デ
ル
地
区
づ
く
り
」
に

貢
献
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。頑
張
る
山
屋
地
区
を
一
緒
に
応
援
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
問
合
せ　
「
山
屋
の
郷
づ
く
り
応
援
団
」事
務
局（
農
林
課
農
林
政
策
室
）

�
６
７
２
―

２
１
１
１　

内
線
３
３
２
３

　

河
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
北
上
川
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
０
３
「
水
の
音
原
風
景
」
は
台
風
の
た
め
会
場
を
サ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
に
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。同
日
予
定
さ
れ

て
い
た
北
上
川
水
辺
環
境
探
検
隊
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
２
０
０
人
ほ
ど
の
人
が
集
ま
り
、
日
本
を
代
表
す
る
奏

者
に
よ
る
和
楽
器
の
音
色
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
回
使
わ
れ

た
尺
八
、
筝
、
十
七
絃
、
鼓
は
森
と
水
に
育
ま
れ
た
竹
や
桐
、
桜
を

素
材
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
企
画
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
水
質
汚
染
、
温
暖
化
に
よ
る
水
面
上
昇
な
ど
水
の
危
機
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
水
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
、
そ
れ
を
次

世
代
へ
も
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
世
界
各
地
で
コ

ン
サ
ー
ト
と
い
う
形
で
訴
え
て
い
ま
す
。

雨音も自然が奏でる調べ
水の音原風景コンサート

 ８
　　９

素朴な手作りの雰囲気
第２回山屋ふるさと祭り

 ８
　　３１

　

町
芸
能
保
存
会
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

第
四
十
二
回
郷
土
芸
能
祭
が
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫

波
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。芸
能
保
存
会
は
昭
和
二

十
八
年
の
設
立
当
初
は
郡
内
四
十
四
団
体
の
大

所
帯
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
町
村
合
併
、
民
謡
部

の
独
立
や
、
ま
た
衰
退
と
復
活
の
中
で
現
在
二
十

三
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
八
戸
市
の
小
中
野
え
ん
ぶ
り
や
江
刺
市
の

金
鶴
流
鶴
羽
衣
鹿
踊
な
ど
五
団
体
が
客
演
し
、

町
内
か
ら
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
山
屋

田
植
踊
や
星
山
神
楽
、
犬
吠
森
念
仏
剣
舞
な
ど

華
や
か
な
演
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
演
技
に
千
人
ほ
ど
の
入
場
者
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

半世紀におよぶ活動芸能保存会
大勢の人が伝統文化にふれる

 ８
　　 ３
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プ
ロ
の
本
格
的
な
指
導
に

子
ど
も
た
ち
も
は
じ
め
は
緊
張

　

明
け
方
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
も
あ
が
り
、

午
前
中
の
野
球
教
室
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
小
学
生
二
百
七
十

九
人
と
中
学
校
の
野
球
部
員
百
三
十
五
人

が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。守
備
は
バ
ッ
テ
リ
ー
、

内
野
手
、
外
野
手
に
分
か
れ
て
指
導
を
受
け
、

打
撃
に
つ
い
て
も
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
前
で
一
人

ひ
と
り
基
本
を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。体
の
大

き
な
人
が
多
い
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
指
導
を

う
け
る
こ
と
に
少
し
緊
張
気
味
で
、
な
か
な

か
元
気
な
声
を
出
せ
な
い
子
も
い
ま
し
た
が
、

野
球
教
室
の
キ
ャ
リ
ア
も
持
つ
プ
ロ
野
球
選

手
の
指
導
に
、
走
塁
練
習
を
す
る
こ
ろ
に
は
、

普
段
ど
お
り
の
笑
顔
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
く
と
、

そ
ろ
っ
て「
楽
し
か
っ
た
」と
い
う
返
事
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　

外
野
で
守
備
を
指
導
し
て
く
れ
た
元
西
武

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
羽
生
田
忠
克
選
手
は
「
紫
波

町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も
礼
儀
正
し
く

て
素
直
に
話
を
き
い
て
く
れ
ま
す
。静
か
な

町
な
の
で
土
地
柄
な
の
か
、
も
う
少
し
元
気

が
あ
る
と
も
っ
と
い
い
で
す
ね
。小
学
生
の
う

ち
は
あ
せ
ら
ず
基
本
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。そ
し
て
学
校
の
勉
強
も
が
ん
ば
っ
て
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
子
ど
も
た
ち

が
フ
ラ
イ
や
ゴ
ロ
を
キ
ャ
ッ
チ
、
返
球
す
る

た
び
に
大
き
な
声
で
ほ
め
て
く
れ
た
り
、
気

合
い
を
い
れ
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

羽
生
田
さ
ん
は
現
役
時
代
、
肘
の
け
が
に
苦

し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
た
人
で
す
が
、
そ
ん

な
精
神
力
の
強
さ
な
ど
も
子
ど
も
た
ち
に
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
選
手
が
、
野
球
を
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
た
り
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
ふ

れ
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
セ
・
パ
Ｏ
Ｂ
対
抗
戦
で
な
つ
か
し
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
る「
ふ

れ
あ
い
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
紫
波
町
営
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

間
近
に
プ
ロ
Ｏ
Ｂ
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
観
て
感
動
の
一
時
で
し
た
。

走塁練習ではより実戦的な走り方を指導してもらいました 往年の名選手がズラリ

元西武の高橋直樹選手が投球術を伝授 名調子・渡辺謙太郎さんがアナウンス観客席へはボールのプレゼントも

羽生田忠克選手の指導は丁寧で子どもたちにも大好評

～私たちから君たちへ～
　　ふれあいベースボールフェスティバル inしわ

 ８
　　２４白球伝承



●１７

す
べ
て
の
基
本
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

　
　
　
　

土
橋
正
幸
さ
ん（
元
東
映
の
投
手
。引
退
後
日
拓
、
ヤ
ク
ル
ト
、
日
本
ハ
ム
監
督
を
歴
任
）

　

盛
岡
に
は
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
紫
波
に
来
た
の
は
初
め
て
で

す
。こ
ん
な
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

い
っ
ぱ
い
い
る
こ
と
に
は
驚
き
ま
し

た
ね
。東
京
で
は
、
少
子
化
で
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

　

野
球
の
基
本
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、

こ
れ
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
一
番
で
す
。中
学
、
高
校
と

野
球
を
続
け
て
い
く
中
で
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
れ
ば
、

ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
も
困
る
こ

と
は
な
い
の
で
す
。バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も

水
平
に
強
く
打
つ
、
こ
の
基
本
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
、
今
日
も
す

べ
て
の
Ｏ
Ｂ
選
手
が
そ
れ
を
教
え
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
指
導
者
講
習
会
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
指
導
者
が
積
極
的
に
勉
強
し
て
、
正
し

い
基
本
を
き
ち
ん
と
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
指
導
者

の
熱
意
を
す
ぐ
に
感
じ
取
り
ま
す
か
ら
ね
。

　

わ
た
し
た
ち
は
全
国
各
地
で
こ
の
よ
う
な
機
会
を
催
し
、
野
球
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い

ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
は
単
純
に
答
え
の
出
る
も
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
情
熱
を
注
ぎ
、

仲
間
と
お
互
い
を
高
め
あ
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
け
る
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。中
東
な

ど
で
は
同
じ
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
が
命
の
危
機
に
ふ
れ
て
い
る
時
に
、
自
分
た
ち
は
野

球
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
、
応
援
し
て
く
れ
る
親
に
感
謝
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

東
北
地
方
は
雪
が
降
っ
た
り
し
て
ハ
ン
デ
ィ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
か
ら
、
甲
子
園

に
出
場
し
た
り
、
プ
ロ
で
活
躍
し
た
り
す
る
選
手
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

セ
・
パ
Ｏ
Ｂ
対
抗
戦
に

観
客
か
ら
大
歓
声

　

往
年
の
プ
ロ
野
球
選
手
を
懐
か
し
む
オ
ー

ル
ド
フ
ァ
ン
が
ス
タ
ン
ド
に
ぞ
く
ぞ
く
と
駆

け
つ
け
る
中
、
大
矢
明
彦
監
督
率
い
る
セ
ン

ト
ラ
ル
リ
ー
グ
、
土
橋
正
幸
監
督
率
い
る
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ー
グ
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
対
抗
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
中
学
生
な
ど
が
、
Ｏ
Ｂ
選
手

相
手
に
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

始
球
式
は
日
詰
サ
ン
ダ
ー
ス
の
女
子
団
員

の
日
詰
小
学
校
六
年
松
岡
莉
加
さ
ん
が
務

め
、
本
番
前
に
ブ
ル
ペ
ン
で
コ
ー
チ
と
何
度

も
練
習
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の

ミ
ッ
ト
に
う
ま
く
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
初
回
か
ら
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
グ

の
打
線
が
爆
発
し
、
押
し
気
味
に
進
み
ま
し

た
。ひ
げ
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
横
浜
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
斉
藤
明
夫
投
手
や
、
ニ
ュ
ー
ス
番

組
で
活
躍
す
る
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
岡
崎
郁

選
手
な
ど
、
人
気
の
選
手
が
マ
ウ
ン
ド
に
立

つ
と
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
あ
が

り
ま
し
た
。ま
た
試
合
中
に
ス
タ
ン
ド
に
入
っ

た
ボ
ー
ル
が
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、
多
く
の

人
が
グ
ラ
ブ
を
か
ま
え
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。

最
終
回
に
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー
グ
の
仁
村
選
手

に
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
出
ま
し
た
が
、
９
対
２
で

パ
リ
ー
グ
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
サ
イ
ン
入
り
バ
ッ
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
大
矢

監
督
が
く
じ
を
引
く
た
び
に
会
場
か
ら
ど

よ
め
き
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

野
球
は
と
て
も
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、

い
つ
も
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
中
に
い
た
プ
ロ
の
選

手
た
ち
が
、
わ
た
し
た
ち
の
町
で
、
教
え
、

そ
し
て
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
は
、

参
加
し
た
人
、
観
戦
し
た
人
す
べ
て
の
心
に

深
く
刻
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

見事なフォームで始球式

さて、次に当たるのは…



●１８

団体列車で行く第２４回紫波町民号　岳温泉と民芸の里・高柴デコ屋敷の旅

10/29�
（水）�

10/30�
（木）�

古館駅　　紫波中央駅　　日詰駅　　福島駅�

　　 福島市民家園 　　アナンガーデン　　�

岳温泉【宿泊：陽日の郷あづま館】�

宿泊地出発　　高柴デコ屋敷　　智恵子の生�

家　　二本松　　二本松駅　　日詰駅　　�

紫波中央駅　　古館駅�

9:18

17:5917:54

17:50

9:23 9:29 12:58（弁当）�

（食事・買い物）�

16:30

●集合場所は古館駅、紫波中央駅、日詰駅で、いずれも
午前8時50分集合。�
●添乗員同行。ホテルの部屋は男女別相部屋です。�
●食事は１日目の昼食から２日目の昼食までです。�

　町外の名所を訪ね、家族や仲間、町民同士の親ぼくを図る紫波町
民号。今年は福島県の歴史ある岳温泉での宿泊を中心に、安達町の
「智恵子の生家・記念館」や三春張子・三春駒の発祥地「高柴デコ屋
敷」を訪ねる旅です。
　秋の紅葉シーズンならではの情緒あふれる１泊２日の旅を皆さ
んで楽しんでみませんか。なお定員になり次第締め切りますのでお
早めにお申し込みください。
◇● 日程　１０月２９日（水）～３０日（木）
◇● 旅行代金　２９,８００円
◇● 問合せ　政策経営課�６７２-２１１１　内線３２４２　有線０１-８８９１／日
詰駅�６７２-２７０２／古館駅�６７６-６５７５

安全運転１００日目指す「チャレンジ１００・しわ」
　地域や職場を単位に、５人１組でチームとなり、１００日間の安全運転
を競う「チャレンジ１００・しわ」を開催します。チーム全員が無事故・無違
反の記録を達成した場合、表彰状と記念品が授与されます。
◇● 実施期間　９月２９日（月）～１月６日（火）の１００日間
◇● 申込締切　所定の申込用紙に記入のうえ９月２２日（月）までに申込
（参加費無料、先着１００組）
◇● 問合せ　紫波町交通安全対策協議会�６７２-２１１１　内線３１３２

健康な歯を保ちましょう

成人歯科健診のご案内
　町では、成人の歯科健診を実施します。４０歳
を過ぎると、自分では気づかないうちに歯周病
が始まっているといわれ、健康な歯を保つため
には定期健診がとても重要です。この機会にぜ
ひ健診を受けましょう。
◇● 対象　昭和１８年４月２日～昭和３８年４月１日
生れの満４０歳～５９歳（平成１５年４月１日現在）
◇● 期間　９月１６日（火）～１１月２９日（土）
◇● 健診機関　町内すべての歯科医院
◇● 料金　無料　
◇● 受診方法　事前に歯科医院へ電話予約し、町
が発行する受診券を持参の上、受診してくださ
い。（節目年齢である満４０歳・５０歳の人には直接
受診券を送付します。そのほかの人には、保健
センターで受診券を交付します）
◇● 問合せ　長寿健康課 健康推進室（保健セン

ター内）�６７２-４５２２　有線０１-８９９１

高齢者交通安全競技大会にチャレンジ
　「交通ルール」の競技大会にチャレンジしてみませんか。この大会は、
「交通ルール」についての知識を筆記と実技で競うものです。上位３
チームは、１０月下旬に開催される盛岡広域大会に出場できます。
◇● 日時　１０月３日（金）、午後１時３０分～４時３０分
◇● 場所　高文紫波自動車学校
◇● 参加資格　紫波警察署管内居住の高齢者３人で１チーム（６５歳以上
２人、７０歳以上１人、競技は２人が行います）
◇● 申込締切　９月２６日（金）
◇● 問合せ　紫波警察署交通課�６７１-０１１０　内線４１１

平成１５年度介護支援専門員実務研修

受講資格試験対策勉強会
　町と特定非営利活動法人宅老所えんどりでは、
介護支援専門員実務研修受講資格試験対策勉強
会を開催します。希望する人は電話または FAX
でお申し込みください。
◇● 日時　９月６日～１０月１８日の毎週土曜、午前
９時～１１時３０分
◇● 場所　宅老所えんどり赤石
◇● 料金　２,０００円（７回分）　※えんどり賛助会員
は無料
◇● 問合せ・申込　宅老所えんどり��６７２-６１０７

９月２１日～３０日　秋の全国交通安全運動

「スタートは ベルトのカチャリ 聞いてから」

悲しい事故をなくそう！  紫波地区交通安全大会
　大会では、二戸市で３年前に飲酒運転の車の犠牲になった小学生の
ご両親、大崎昌幸さん、礼子さんによる飲酒運転撲滅の交通安全講話、
漆原栄美子さんによる民謡ショーなどが行われます。
◇● 日時　９月２４日（水）、午後６時～８時
◇● 場所　矢巾町文化会館田園ホール（入場無料）
◇● 問合せ　紫波町交通安全対策協議会�６７２-２１１１　内線３１３２



●１９

海外であなたも
ボランティアを

　国際協力事業団では、昭和４０年か
ら始まった青年海外協力隊の平成１５
年度秋募集を行います。発足以来７８ヵ
国へ、計２３,８４６人（平成１５年１月３１
日現在）の隊員を派遣しています。 平
成２年からは４０～６９歳までの人を対
象にしたシニア海外ボランティアも活
動をはじめ、多くの国々で活躍してい
ます。次の日程で説明会を開催します
ので、希望する人はぜひご参加くだ
さい。
◇● 日時・場所　【青年海外協力隊】１０
月１５日（水）、午後６時３０分～、県立
国際交流プラザ／１１月５日（水）、午
後６時３０分～、県立国際交流プラザ
　【シニア海外ボランティア】１０月２３
日（木）、午後６時３０分～、県立国際
交流プラザ
◇● 問合せ　総務課総務文書室�６７２-
２１１１　内線３１２２

　例年夏休み明けは、休み中の遊び
癖から「学校に登校しない」「仕事を
休みがちになる」などして家出する
少年が増加する傾向が見られます。
家出した少年は不良グループで行動
し、遊ぶ金欲しさから窃盗・暴行事件
を起こしたり、出会い系サイトやテ
レクラを利用して性的被害を受けた
りします。
　紫波警察署では９月を「家出少年
および福祉犯罪被害少年などの保護
活動強化月間」としています。これ

らに関する相談は紫波警察署�６７１-
０１１０へ。

　県では、県有地である紫波町桜町
字本町５７番４の宅地１,３３６.６４m2の一
般競争入札を行います。
◇● 入札日　１０月１７日（金）
◇● 問合せ　医療局管理課�６２９-６３１１

「法の日」の無料相談を
ご利用ください

　１０月１日「法の日」を記念して、法
律に関する 各種無料相談会が実施さ
れます。どうぞご利用ください。
【無料法律相談】
　岩手弁護士会主催の弁護士による
無料法律相談を開催します。
◇● 日時　１０月３日（金）、午前１０時～
午後３時３０分
◇● 場所　岩手県民会館４階
◇● 相談内容　民事（お金の貸し借り、
土地の所有権・家賃、交通事故の損害
賠償、雇用関係）、家事（夫婦・親子関
係、遺産相続）
◇● 問合せ　岩手弁護士会�６５１-５０９５
【司法書士無料法律相談】
　県司法書士会では、法律相談所を
開設します。
◇● 日時　１０月１日（水）、午前１０時～
午後３時
◇● 場所　中央公民館
◇● 相談内容　民法（土地売買、金銭賃
貸、親族相続など）、商法（会社設立、
増資や組織変更手続きなど）、訴訟関
係（借地や借家のトラブル、自動車事
故、金銭回収、少額訴訟手続きなど）
◇● 問合せ　県司法書士会�６２２-３３７２

　県民の優れた芸術文化活動の発
表・鑑賞の場である第５６回岩手芸術
祭が開催されます。今回の開幕式典・
開幕フェスティバルでは、県ピアノ音
楽協会、県吹奏楽連盟、岩手三曲協
会と共に、紫波第二中学校の佐比内
金山太鼓も出演します。練習の成果を
大舞台で披露する中学生の姿を皆さ
んで応援してください。
◇● 日時　１０月４日（土）、午後１時３０
分～４時
◇● 場所　岩手県民会館大ホール（盛
岡市）
◇● 入場料　無料
◇● 問合せ　岩手県芸術文化協会

�６２６-１２０２

木材活用の実例多数
澁澤壽一さんの講演会

　NPO樹木・環境ネットワーク協会専
務理事ほか、農学博士の立場からさ
まざまな企業や地域づくりにたずさ
わってきた澁澤壽一さんを迎えた講
演会を、行政区長協議会主催で開催
します。「循環型まちづくりについて　
―木材を活用した地域産業振興の事
例―」と題し、全国各地の事例を紹介
していただきます。お誘い合わせの上、
ご来場ください。
◇● 日時　９月２９日（月）、午後１時３０
分～３時１０分
◇● 場所　中央公民館
◇● 問合せ　総務課総務文書室�６７２-
２１１１　内線３１２２　有線０１-８９３２

　古物営業法の一部が改正され、
ホームページを利用して古物商取引
をしている人は公安委員会に届出が
必要となります。
◇● 届出の期限

◇９月１日以前から利用して取引し
ている人は１２月１日までに
◇９月１日以降に取引を開始した人
は開始後１４日以内に
◇競り売りをする人は開始の３日前ま
でに
◇● 問合せ　県警本部生活安全企画課

�６５３-０１１０　内線３０４２

　県林業技術センターで「第２回森
林文化教室　野生きのこの見分け方」
を開催します。
◇● 日時　９月２７日（土）、午前１０時～
午後３時（希望者は２４日までに申込）
◇● 場所　県林業技術センター
◇● 参加料　１,０００円（昼食込）
◇● 問合せ　県林業技術センター

�６９７-１５３６　内線１２３・１３０

岩手芸術祭オープニング
で佐比内金山太鼓を披露

少年を非行や有害な
環境から守ろう

ネットでの古物商の
取引きは届出してから

野生のきのこの見分け方
が学べる森林文化教室

県有地の競争入札
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　イメージは「日本の 鬱 」。地
うつ

模様はとの粉
・ ・ ・

を使い、釘の
頭でつけたもので、その上
にマスキングテープを利用し
て油絵の具で色づけして
いったそうです。夕焼けと水
面、そしてもや

・ ・

が幻想的に
表現された大作です。
　幼稚園のころに教育実習
の先生がくれた一枚の絵が
きっかけで絵を描き始めたと
いうあさみさん。昨年の産業
教育フェアではファッション
ショーのアナウンスも務める
など多才ぶりを発揮していま
す。

［作品名］和（抽象画）
　　嶋津　あさみさん

　　　　（紫波高校３年）

そ
び
え
立
つ
ア
サ
ダ

　

藤
井　

圭
一
さ
ん（
日
詰
）の
作
品

　

六
月
の
あ
る
日
、
新
緑
を
楽
し

み
に
山
屋
に
車
を
走
ら
せ
た
。途

上
、
木
々
の
緑
の
合
間
に
白
い
も
の

が
目
に
と
ま
り
車
を
降
り
た
。

　

路
の
傍
ら
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
標

柱
、
そ
こ
に
は「
ア
サ
ダ
」の
三
文

字
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

興
味
が
わ
き
、
標
柱
わ
き
か
ら

山
の
中
に
車
を
進
ま
せ
、
や
っ
と

通
れ
る
よ
う
な
細
い
山
道
を
の

ぼ
っ
て
い
き
、
杉
木
立
の
森
の
中
に

足
を
踏
み
入
れ
た
と
た
ん
目
を

奪
わ
れ
た
。

　

そ
れ
は
、
空
に
向
か
っ
て
ま
っ
す

ぐ
に
そ
び
え
立
つ「
ア
サ
ダ
」
の
大

木
だ
っ
た
。ま
わ
り
の
杉
に
負
け

ず
、
力
強
く
生
き
て
い
る
ア
サ
ダ

の
大
木
。

　

木
洩
れ
日
が
降
り
そ
そ
ぐ
中
、

時
が
経
つ
の
も
忘
れ
、
こ
の
大
木

を
見
続
け
て
い
た
。

　

初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
が
森

を
通
り
抜
け
、
木
々
の
枝
葉
が
音

を
奏
で
る
。生
命
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
る
瞬
間
だ
っ
た
。

残したい日 の々生活・風景などを、あなたの秘蔵・自慢の写真で紹介

あなたの作品をお待ちしています　◇応募先　〒 028-3390 紫波町役場 環境課「紫波フォト歳時記」係　�672-2111  有線 01-8972


